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少年町長・少年議員公選事業

山形県遊佐町総務企画課企画係

環境首都コンテスト東北地域交流会（H21.9.2）

山形県遊佐町総務企画課企画係

遊佐町の概況
遊佐町の概況

◆⼭形県の最北端、秋⽥県との県境に位置しています。

◆⼈⼝約16,000⼈、⾯積は約208ｋ㎡。出⽻富⼠とも
称さ
れる⿃海⼭をはじめ、⼣⽇に染まる⽇本海、町内の

⾄る
所で湧き出す伏流⽔と、多様な⾃然に恵まれていま

す。
また 国の重要無形⽂化財に指定されている杉沢⽐また、国の重要無形⽂化財に指定されている杉沢⽐

⼭
をはじめ、吹浦⽥楽、アマハゲなど古くからの伝統

芸能
も数多く伝承されています。

◆平成１９年に策定された総合計画では「創る・喜
ぶ・分
かちあう」をキーワードとし、あらゆる分野でチャ

レン
ジャー精神のもと遊佐ブランド（ひと・もの・組

織・地域・
おもてなしの⼼等）を創りあげていく、その過程で

は、と
もにいい汗と知恵を出し合うことで⽣きる喜びと感
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少年議会誕⽣のきっかけ
少年議会誕⽣のきっかけ

◆⼈⼝減少、少⼦⾼齢化、職住分離、⽣活形態の多様化・・・

◆「地域づくり」「まちづくり」の重要性

◆⼭積する問題・課題を打破し時代を牽引していくのは、常に若者が
持つ⼒
◆地域の⼈々が若者について共に⽣きている⽣活者であることを認識
◆若者⾃⾝が地域社会の⼀員であることを⾃覚して社会システムを理解
することにより、若者の地域社会での居場所（活躍の場）を明らかに

する

少年議会誕⽣のきっかけ

◆厳しい状況を乗り越えて地域の中⼼となる若者の育
成成
◆若者の活躍の場を創るための環境づくり

◆若者の⼒によるまちづくりを推
進

⾃分たちの⼒で、⾃分たちが本当に求める遊佐のまちをつくろう

少年議会の誕生
※遊佐町在住の中⾼校⽣及び遊佐町に通学する⾼校⽣を対象（有権者）
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事業のねらい
事業のねらい

①若者たちが、⾃らの代表を直接選び、政策を実現してい
くことで、学校外で⺠主主義を実際に体験・学習すること
により社会の構成システムを学ぶ

②中⾼校⽣等の未来を担う若者の視点から、町政への提⾔
や意⾒を町が積極的に採り上げることを通じて、若者の町
政参加を促す政参加を促す

③この事業に関わるすべての関係者が、若者の町政に対す
る意⾒に学び、併せて若者たちが、社会システムや⺠主主
義を相互に学ぶ場としたい（相互教育）

事業の特徴
事業の特徴

②中⾼⽣（有権者）が全員で投票す
る③⾃らのマニフェスト（政策）を掲
げる

①⾃ら⽴候補する 定員：少年町⻑（１名） 少年議員
（１０名）

④政策予算をもつ④政策予算をもつ ４５０，０００円（平成２１年
度）

⑤政策提⾔を町の政策に反映させ
る

所轄課で予算
化
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事業スケジュール（概略）

事業スケジュール

５⽉下旬 各⾼校＆中学校⽣徒への説明会
６⽉上旬 ⽴候補受付期間（１週間）
６⽉下旬 投票⽇（各学校にて）

７⽉上旬 開票・当選証書交付式
第１回少年議会（所信表明）

７⽉〜８⽉ 政策⽴案期間
８⽉下旬 第２回少年議会（⼀般質問・政策提⾔）

８⽉〜１２⽉ 政策実施期間
１２⽉下旬 第３回少年議会（議会報告）

⽴候補者の受付

プロジェクト（総務企画課企画
係、教育委員会、選挙管理委員
会）を組織し、各学校に出向き、
対象⽣徒を集め⽴候補者募集の
告知を⾏う。告知 ⾏
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投票の様⼦

※中⾼⽣の意⾒を少年議会活動に反映させ
るため、「若者の意⾒調査」を同時実施す
る。

開票〜当選証書交付式
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全員協議会（政策の⽴
案）

政策⽴案期間

若者の意⾒調査の集約結
果問① あなたは、遊佐町が好きですか、嫌いですか。それはどんなところ
ですかですか。

好きな理由Top５
理 由 回答数 割合(%)

①⼤切に受継がれてきた豊かな⾃然 213 38.8
②豊富な湧⽔に恵まれた美しい⽔ 75 13.7
③庄内平野から望む美しい⿃海⼭麓 30 5.5
④⽥舎ならではの⽥園⾵景 28 5.1
⑤澄み切った空気 26 4.7

区 分 回答数 割合(%)
好き 549 73.1
嫌い 91 12.1
普通 36 4.8
その他 75 10.0

嫌いな理由Top５
理 由 回答数 割合(%)

①商店の少なさ 24 26.4
②⽥舎であること 13 14.3
③何もないこと 12 13.2
④レジャー施設の不⾜ 8 8.8
⑤⽣活環境の悪化 7 7.7

政策⽴案期間

問② あなたは少年町⻑・少年議員にどんなことを実現してもらいたいですか。
区 分 回答数 割合(%)

①レジャー（⽂化・スポーツ活動）施設の充実 39 12.5
②商業の振興（ショッピングセンタ－・コンビ
ニ等）

37 11.9

③ゴミ処理対策（町内、海岸、河川） 36 11.5
④街灯の設置による防犯対策 27 8.7
④⾃然環境保護（緑化、エコ活動等） 27 8.7

問③ あなたが少年議会と⼀緒に参加・協⼒・活動してみたいこと、できそうなことはあ
りますかりますか。 区 分 回答数 割合(%)

①清掃活動（町内、海岸、河川等） 67 39.4
②ボランティア活動 25 14.7
③緑化活動（植林、花の植栽等） 12 7.1
④ツーデーマーチでの活動・参加 11 6.5
④各種イベントへの参加（ソーラン等） 11 6.5
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第２回少年議会（⼀般質問・政策提
⾔）
例）第6期少年議会
１．議会報告
２．若者の意⾒調査結果報告
３ 施政⽅針（少年町⻑） 「地味に 美しく 遊佐らしく」３．施政⽅針（少年町⻑） 「地味に・美しく・遊佐らしく」
４．⼀般質問
・街灯のさらなる増設と、遊佐町としての登下校時の防犯対策は
・イベント時及び観光シーズンにおけるゴミ処理対策は
・駅舎をはじめとする公共施設でのバリアフリー対策の徹底を
・観光客のニーズに応じた観光施設の整備や環境の改善を
・遊佐町の観光中⼼地吹浦地区の⽞関である吹浦駅の無⼈化の真意は
※町⻑、各課⻑が答弁
５．マニフェスト
・吹浦地区の観光マップ作製
・⾳楽イベント遊佐ロックの開催
・遊佐町イメージキャラクター「⽶〜ちゃん」を利⽤した遊佐町の
ＰＲ
・⽶を使ったイベントの開催
・⽥んぼアートの実施
・⼤規模⻤ごっこの開催
・若者が選ぶ町⺠花「シバザクラ」の植栽
少年憲章の策定

主な活動（第６期少年議会よ
り）
若者が選ぶ町⺠花「シバザクラ」の植栽

活動実績

※第４期少年議会（平成１８年度）が選考・決定した若者が選ぶ町⺠花を中央公⺠館（現⽣涯学習センター）
前に植栽
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元町まちかど展覧会の開催
遊佐元町地区の賑わい再⽣事業の⼀環として、空き店舗を利⽤した「まちかど展覧会」が開催され、
少年議会では「⽶〜ちゃんアート展）」、「だがしと本のチャリティーバザー」、⾳楽イベント「遊佐

活動実績

少年議会では「⽶ ちゃんア ト展）」、「だがしと本のチャリティ バザ 」、⾳楽イベント「遊佐
を企画・運営し、約２週間の期間中、⼤いに賑わった。
※⽶〜ちゃん（べぇ〜ちゃん）：第２期（平成１６年度）少年議会が募集・選考・町に提案し、遊佐町の公式キャラ
クターとなった。

⽶粉クッキー「⽶ッキー（べぇっきー）」の開発
遊佐町の特産品であるお⽶をＰＲすることを⽬的として、⽶粉クッキーを開発。産業まつりにて、
来場者に無料配布し、好評を得る。

活動実績

来場者に無料配布し、好評を得る。
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少年町⻑・少年議員の皆さんの感想（活動を振り
返って）
★今年はとても充実した⼀年になりました。様々なイベントにも参加できず、議員の⼈には申し訳ない
こともし
ました。少年町⻑を経験し、⼈をまとめるのは難しいと知るとともに、⼈と意⾒を出し合う楽しさも

知りました。

★少年議会の活動を通し、たくさんの⼈と出会い、⽀えてもらう事で、政策が実現していきました。遊
佐町の事
を考え、活動できた事、たくさんの⼈の協⼒や⽀えがあって私⾃⾝も成⻑できたような気がします。

この経験
がこれから先、私の⼒になり、助けになってくれると思います。

★少年議会の活動は僕を⼤きく成⻑させてくれたと思います。少年議員の活動⼀つ⼀つが、僕の⽣きて
いく上
で、⼤きな経験になったと思います。⾃分の⾏動⼀つで他の⼈に迷惑をかけてしまうので、⾃分の⾏

動に責任動に責任
を持ち、周りの⼈に気をくばることが⼤切だと思いました。

★少年議員になって何よりも⼀番⾃分が変われたと思うことがあります。それは、⾃ら⾏動して⾃信を
もって
やろうとするという気持ちが、議員になる前よりも⾼めることができたことだと思います。今は⼈前

で何かを
やることが議員になる前よりも、⾃信を持って⾏動へ移すことができるようになってきたと思います。

★実際活動をしてみて感じたことは、「何か⼀つのことをするのには、沢⼭の努⼒と協⼒が必要」とい
うことで

事業の効果
事業の効果
◆少年町⻑・少年議員
・⾃分たちの政策を実現させるため、町当局と渡り合った経験によって、⾃信
と責任が⽣まれた

・地元よさこいソーラングループ「遊め組」の代表となったり、町のイベントで
実⾏委員⻑を務めるなど、地域におけるリーダーが育ち始めている

◆地域・住⺠
・⼦供たちの挨拶の仕⽅、⼈前での発⾔など、遊佐の⼦供たちは⼤きく変わった
との声との声

・地域の⼀員として認められ、各種団体から少年議会に対し意⾒やアイディア
を求める場⾯も

◆⾏政
・少年議会の提⾔を、町議会と同等の重みを持って受け⽌め、政策に反映した
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遊佐町少年憲章
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ご清聴ありがとうございました。
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